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ねこ こわ にん げん ほんのう てき こう どう

ヘビとじゃれる猫、ヘビを怖がる人間…•本能的な行動はどこから？
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わ や ひき ねこ

我が家には2匹の猫がいま

す。字備のころは、よくヒモと

じゃれて薔んでいました。備が
ぁそ• おも

ヒモで遊ぶのはヘビだと思って

桶まえて食べるためという巖が
，， あ ねこ

あります。ヘビに出合った猫は、

饒びではなく栄氣でヘビをしと

めようとします。でも欠箇の傷

苔、ヘビを怖がって逃げる欠は
すく

少なくありません。このような

栄籠弱な行動の藷いはどこから

来たのでしょうか？

つた まんぶく しあわ

伝わる「満腹の幸せ」
ねこ ほんのうてき こうとう そな

猫にこの本能的な行動が備わ
り ゆう

竺
か のうせい

った理由には、―つの可能性が
ひと ねこ しん か

あります。一つは、猫の進化の

匝吏の缶で、ヘビを食べない倫

は築籍禾足で字楳を桟し にく
つか

く、ヘビでもなんでも捕まえて

食べる掻ぃ備が字篠を増ゃして
か のうせい ひと

きたという可能性です。もう一

た ねこ 事んぶく

つは、ヘビを食べた猫の満腹な
しあわ かん し そん つた か のう

幸せ感が子孫に伝わった可能
せい き93く い でん

性です。それは 「記憶が遺伝し
い み

た」ことを意味します。
ふたり 19ん きゅうしゃ

アメリカの2人の 研 究者

砕の発産

さ おく い でん
ぅ匹

が、記憶の遺伝について行つ
じつけん しょうかい さくら はな

た実験を紹介します。桜の花

の蕃りをかがせながら籠点ショ

ックを与える羮薮をネズミに練

り冦すと、襄の花の蕃りをか
こわ

ぐだけで怖がるようになりま

よく知られてす。ここまでは、
じようけんはんしゃ

いる条件反射です。 「パブロ

フの哭」の羮薮で知っている欠

もいるかもしれません。でも、
じつけん つづ

この実験には続きがあります。
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一はな い •しゅうじ

花井修次さん

しょう がく せい り か はか せ よ

「小学生で理科博士と呼ばれていまし

た。医挙の薗壬ですが笙局箪田身で

良著ではないので診薔できません」

籠冨投庸総各餅寅薪（籠緑餅）ブラ
こうほう ぶ せんもん

ンディング・広報部。専門はがんやウイ

ルス、築籍、動物の行動です。田身不
がっこう か な がわけんよこはま し りつさくらおかしよう

学校は神奈川県横浜市立桜岡小。

湛の花の馨り＝磁氣ショッ
けいけん う

ク」の経験をしたネズミから生

まれた字ネズミ にも、霧の花

の馨りをかがせました。すると
こ でんさ

子ネズミたちは電気ショックを
う こわ

受けていないのに怖がったので
こ からfと なか

す。子ネズミたちの体の中で

は、襄の毘の馨りを籐じる遺

桧字が居性化していることも分
• おや しVP き おく

かり、これは親の「嫌な記憶」

が遺桧したのだと、餅欝著は

一

かんが

考えました。

おや ねが とど

「親の願い」届いた？
き おく い でん

記憶の遺伝といっても、おぼ
ちシき 乞匹つ こ った

えた知識や技術が子どもに伝

わるということではなく、「ヘビ

＝稀ぃ」のような染籠レベルの
い でん

遺伝なのです。「子どもにつらい

目にあってほしくない」という
おや ねが つた

親の願いがきちんと伝わってい
おも

るものだと思いたいですね。

につぼん さいだいさPう こうてきけんきゅうさ かん いばらさ けん

日本で最大級の公的研究機関なんだ。茨城県つくば市など、

笙国 12か薪の栴欝訊盗があって、目染の産雀ゃ杜蚤に複立っ
ぎじゅつ けんきbう すす

技術について研究を進めているよ。
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